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月ai･ロ6 2年4-だ= 7日

各　員/各　施

合国師祭か症友の会　江藤遺文都

丸都濃　　　藤　田　　敏一

昭和6 2年友　を＼61肺魚刀最良の余光鮎養え肇

給　金　67　　ご　曳　内

b　長か,T=各も射て､姦智のかがやく如適えまL,:｡

皆さん､お体の展令は如何でLi･うか0

3て.轍ロ62年度のえ却終金言､後記冬覗(こて鯛催しよす

ので.盈郎ご出席くわでい3すよう　ご桑勾申しエIできF a

友達の友の会支部かきま或iJ,Lてかう､今冬で詩‖ 5閏年て遭

えますが､二の臥直癒･福祉の句で素しい進タ､攻こ与と札ち

官か.できまLr: ｡しかLまた. 7i･Ll速の頗いヒri私の潮流17.-㌧九

塩の行く才/こ満足L^1しへる音も脅えすることかA.､泉ません.

●　　払連.gu･藷-人か●と')のか1枚かごすS Lかしそolカと予言緩

ALrl町拷太TJか-lって息女モ働かし､画も東才､勺かこ迄

'-35と臥し､ます.二の働きか()･こそ.解金ド打てろ奄務(.弟ソ

jA,在に承りろ克C)ネ3,Tl､の速度でらちとの轄各U)もとこ今凄む

ケL{Iで親族)空しJク.皆線の一人でも多いお産ま,)ちzVか

う念じて　打砕ちしておワ諌了.

/



1.儀一

::_. TT,h.

3.奉加肴

4･.宿泊費

5　交通骨

子乙

ヨ77oiロb2鼻51月7　7Ei柑) 10二30-】5二00

jL私達穀病"Lンチ- (払絹挿ヰ大正声】碩壷fOTEI

TモLJ. DIトJI1-32133 )

Joo円　′(気温金昼食代棄賓)

今凝櫛勤(重秀そエラー二割押万で含亀増殉餓J:限り)

乳酪火外か:'孝和の会員･顎頭金射･殊各値･ハ絹o'

rl朗＼互錦対します4

i. 1ヨ絶･両足

～)給　食　IOこ30一- (2'.00

①　脂如6i卑見

L=3　　　･;

⑦　　　ク

◎　昭如62毎度

⑤　　　/

Ltll　　　･

溶融敢告

合計報告

合計監査報告

池勧方針食客犠

合針子箪条審敏

文jP玖負主恩出

①　和郎む員紹介弓象拶

③　ytd7他

i)昼食･た　敷　金　　E2:00.-一　E3:00

ゆっくクと昼食王とt)ながら.首さんのi且沈Tfと■壬

fl聞かせ頂きたいY思し､ま7 0

2_　　　　一一
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3)産廃謂減食･相楽各　日:00′-15'100

嶺　坤　　FLl暢育女系乾揮絶頂舟を良

桑　珂　友　吉　F=)を

嶺域内息　｢筋衆力症とL磯雄の診療トつし､て｣

--　指律令終了f/S_　絡覚とrJ')まT

※　返稽和＼かキ(こて.出ERl二運結くr:さ信

忠席封しろ号で.薙轟e-ンクーにrtjFy-:Elrt希望で1L73か-i I

竣dl旨　=一記予､くr-Jさいo

また.三滴で子分tl甘1.. 62卑尽♂､法難(--ついてのこ

東学や事務局への各軍､直療周敬でfJ三卜お嘩ミLf:い蔵

間など壬六考'fくT=.､さし､一

※六法イ吉tii/＼か-i-(I,,r g侶0日までt=/T豆付入イ′い(くr;

さじ＼.



薗塵紙立直凍魂凍金(gI.汁?､)

鞠時　　化大綱室内針風且北海通算-内外

J(,,涌､　音　　fu生

1括窯か症と(1と､tんrL病気でLlうかb

妨害か症とは食身の動如刀C:人らたし成魚トなる病気で･

大利すると.次o)三つの直航て凝まう事が多u.

Z)服の痘底かう胞3ろ人小二.九は･､左雛:･=魯こ見L　●

う.ロ.晩が711ラッと下か`る(人為iて片方が挽く下がる)

こし弓成魚b:現われることですo服T'飽かす放カb戊と嘉

で達-,てくると､左右の服の見ている塩晋がすれて､ -つ

Ll薯flらfIくTIL) iT･すると物が二喜HLって見えろ膏

トTJl)さす.

それJOら晩か下がる楓象で171,'､.卓艇でた崎は剖各(二荷

ともなし､けれど､仕事+tして凍れたり､タかこrJ-)て疲労

がrこ3って泉′二つすると物かこ雀ド見えたり.晩が下か･b　●

娘度か-騒く硯かれろ1う卜なる8りれど､も､ゆっくり休ん

で翌日トfiろと鹿北｢i軽くrsり､夕方t-JJろとえ強くfSろ

･､-とし､う繰Lji且しか結きます.

それから､この型の患者さんの中二fl崎として視力確磐

か患う堵各があり冒.これi掩Lてr`rJまけ眼目とL,う象

4



●

●

状で,姫匂体水雷くて瑚/jl･･PLJえrtく存7)のではなく.左右

の旦餌ヾ､伺じように払えllくrJろこ.服を司る笹/9㌧　と､ちら

か一方の施与無視して使わrJくrslj.その為Jこ且わfJ( Tf

った方C)腰が. rfんrこILL見LTJく存るとし弓鹿賦与最して

さま1/･.確夜h:動かrsL-､物が=優L=Rlえる叫という壷

兼か･永し､間挽くと､こういう夢が出てくる級で'7 0

2)次iこ全身の功肉lこカか人らTJくfJも型から端去る人ですo

この型の人(1多くの珍各､孝行喰脅b:出て泉ます｡ザ<蕗

t=尻毛扱ってザくようtlたる｡二九はサく胎(-tイ臭う紡句か'

恩`与ようIこ勅かなくなる動こ､それも腐T,tうヒLて胤扱L)

3乱数か出て泉ろ拙1です｡しかも､ケしサしへT:たけですく

象れてLまう4その寂れjT4).梶原斉jr/u磯かト音トキす

るようfI艶Lu運動もLrL碕(-L疲れる寂れオと違って､膏

だろぐ.凍.LlるようrIT:lbTで70

3)三11]のタイ7oLlh､成長状から-rd3b聖C)人ですoこれ

は.ロの頼り.庭.のどの3わL]壬働かす指向かうまく

働かrJくrJつ7'=l) L中丸61線1L隼屯っf? ')ずる産既の八71･

す.

o　以上07三つのタイ78の餌見動-､服瞭型が濃i/多( ､次

し｢で食身型で.露壷北から一塊まも型のくlI挽くグ巌です･

たして.眼姫里tま比筆録,FJ蕗産で.賭晩下蜜だ､(1で終わる



んも可武リ5)L目す｡守奇lL子供の卑合､矩梨郷こ時政下豪

か兎九て.周もTJく良くTJろ人が可成.)6)I)ますo

合身空で始まった人(3:服晩聖JE)め.そg)後の絶泡か

崩痛くfJる鴇各が多い.全身型の齢.牌肢o)如軸犬鯨(:

御大ボー鵠d亘れる事か声< TJE)よす. (月銅象と離61J骨の豪

側ドあb観官で_体榊弓卿､Lr:外敵左殺す一･一いわず

ろ丸良一と媛tAtq]わ()ともってし､ちと秀LらItていぎす)

二の丸夜状払nr具抑こfJると全身針:たっr=リ.挿重雄雀

荘L7てりすろ音トな')才1.

1,T没は､前の二つC)聖よりも､もっと争怖くなIjますっ

この型もBb牌lこ経ようかあっ/こ')､雁大してし､′=E)すろ亨

があL)5す▲

この三つの聖o).どれから免状Dt.′始まっr=かドよって､

その:岩泉竣(こ遂いが出て泉ヱす｡

〇　第窯か直に,TPvLろ阜今

と-0)也07年今で二息幣生しやすし､か. /亨/i兼の特色反落

鯛食のデークーで魚して見ますとく31年仏前のデーターT･･

すか､卑しし一.データーでも､あま')塩t^IT左Llと思われま

すので礁EilLまし71㌔　つ

--707ピー7け0才です.これは新生兄d)塘(こ羅病して

いる塊合でt伯｡ニd)辛(ては充ちゃん何体か絡食七産でろ

a



●

ろ埼各もあうけL,tど､も. /Lの他に繭亙17症の母親から生れ

rこ顔､ -鼻祖o演状かその1ま引き紘h:礼. -Pu筋牽力産

で5)ちと見られb茅かあるd二九tl裾線からilミ鮭か41rこ

端,L昧D:rJくrIろ項(入射ナ射五行なるとlj鱈と症状か

rsくjTJろものである｡これは遍範ではrJL､4

次L: 10へ　3 07(こ一冬大き'rJビJ/が3)も亡別製1

女性1,)4,少L射てTれますれ何れにしてt,j略L=克く

して各生してし､ます｡ 60才三iBぎ-I(からの躍動1趣く埠

であら.

o　射笠とセ性dl羅患皐

/欄で･1男性とセ牲9藩ははっきL)しょせんか.一息多

く程をするt竺庚胡～ 3 0才吉で見ると圧倒紬こせ1号か多

し-.ど7Lてカ＼という亨は力からないが､いわゆる射ヨ農

わし写せ似こ雁息の率か為レQL/A;2 1日の剖食で新生の

7Tかあくriつてし､ち-

2.筋骨刀轟の治療法

f)磨晩鶴亀争縮

魂紅終審刀痕の治療法とLて.塘線萌私奇観盲ずる亨

か症症の穐考(こつたがち盲ルlgつき/)して轟きLlこ一　物

d'のr射ま胎脚亀や酵敢犯人かある斉r;万ケ桁t Lた時代か

5,りまLTこか､現在でtiこれ暑-,異状かrなくても･萌え†

-----　7　-



ると痕東が孜蓬封tろ事がわかって泉ました.

E tt,肺腺嫡如)拙時も､歌年前までけ捌射;け吊lぞ

出す方法がとられてt^A L TI･かL　これで了と､どうしても

髭合再R:)冷く事か私人で､そC)縄畏良い知見hこ乱れ艶L^

むき･かあっrT為､硯在では牌骨喜久ヨく開いて脚線C,同蘭

の騎防4,-絶叫久E)練く方法かとられbr吊:なった一

拍総見.ケ術後の経過耳入史HTJうよ頼射aLr-i･ a

2) 9,Lコ')ンエステラー世親町司上の鼻息,忠.

廉かと.の東泉勧し､ているのか､どの柏及各んT{'らよし､か

摘介で確かめろオ弦と患えておくと大敗利です0

0　着控の寄rJか.ら発と息んで.筋商いかLL入AIコLよいhlタ

で､晩b:ハ･､ソと聞く､胸がこ隻E=RJえTIく甘る､声か一畳C)

オ＼称1なく'fsろ.頑晩か審JこrJるoこうしリム､うどこなれ

(1壕か､如いていb事かnかL)ます｡

○　ところ丸薬の一号か-真二牽き韓えちと､眼のまわり.口

のまわL)の務向かと･7ッ､ビ7･7ヒ動くよう(二なる0-号が

RJ) TJl､蜘て133.色対に起きr_r u現象です.

適意q)l召募として､ 1射:ユJ･V36)､或いはIalこよって

動く机針)物かTJL用も8)う｡之ん71状鑑か一息上両分

ききである.別の表現とすれば'.ヒ07. El.ノー如し1て如trJ

ちけJLど. rl:からと去ってどうと言う亨i)rJt-という状絶

8　-I-

●



●

かこ最も豪_し､状経で3)もq

o　そうでなくて.全然亡｡7･ビク動くことも克く,f=flI体

がだるく､かが入HJL1と寺う鳴ト1寸廉∑増*してPL.古と

よい｡増やし方は-及日銘､2銘_ヒ増やすと.増せL埋

号-て失敗する事かあE)ますからせ鑑とかせ飯ずつ増やして

何日か兼1-妄見て. RJ) rIl3-かI{丈琢食すると再演金で

守｡

氷　一息卜増萱すると思わぬ首か.%きろ埼合かあL)ますo同

じ日ト7夕､ソとしてし､ても虜がタすぎてクアッヒする音

かあるからですb乗が多7㌢ても栃東か直の肇い雇状の略

と伺L;1状態ド在るとiうことですo　これを｢コl)シ棒.勅使

o)クl)-iZ｣と七レます｡筋強力産と伺LI轟賦与長Lr/が

ら､全く逆C)状経なd)です｡この事とi(r嵐とて圭し-て下

コしへLつ

●　〇　七九から.鼻b:離過ぎてし､わかttlうか三明する陥
として丸低の埼各: 8族ザ出ろ､ 4汗が度も. Dil=t'≠0.

ぬる､ D線71'ljIl口jlln鳴う､ 9吐き歓がする. 9下乗もす

る∴o頭0滴し･∴､､とL弓よ持碁通の砲念力直の症状と

複-r適状が承れ1泉ま† Jこれ考は何れも桑か勧ミ過ぎ･

たき書見ですから､テンソロ1才鯉をすると.かえって粟焦､

互恵(してしまL^ます｡ニd)よう(こしてク/)-iZtか起きZ71



り､うLヒ磯子が患くrlったL)Ll=軌7､.包む印埠ませず

(こ.必rLかかりつけの射ち直(こ男＼て晋うことです｡

o　そこで､兼充足の鴇合t通知丸与C)塙/&とでは長森L三盆･

く迫lこTJ,)i守かL7.ど､ううC)タイ7<tてJ:つて涙金がt患LA

のかを鯛ヾてから対敗寸も専l-JJつま-巨像藷の場合で考

すい£象か1召小53で服属を仇み.凄打切れてから枚のて逢

･純_:}･..㌔:` A,-iI,･･.･.･､-i. ･ ∴:.･･‥_且･一丁: ●

雌考か3)り.これは患門直でTJいと出来rlL^膏ですo

-　絡無力症治療凝-晩

oテンシロン(注射ト･･温く如くか凝劫がすぐ切れもo)で専

らラスト何銭蔀とLて彼周されもり

oヮブス4デミン(連射) ､､､ご飯乞食ヾち網77?I-tlカと生きや

たし､とう日用鱈かL^鳴鳩{-:恒劫壌1.]∃的とすb堵

盆､(こ伎伺1ろ.

oT7ブス4-7'ミン(のみ費)一･､すぐ再机､て3-4晴間番線

する｡治療轟として及昭で入る.

a)蔵も代嘉的fJ飲み廃こして､次07三つ+e漆する壕が息居るo

O　メスケ/ン･-､習慣催かす7:rU.

①　マイテラ-ゼ､一､-番返く劫3-始める｡

③ ､ラブし41･7ト､･効き也8日立ち上かク)か姓L^摘録



聞(紬豆晴間)血乳の中こ亨もって如き鋤､剰えさ

れろ｡絶って浪号iJLLE:飲んT凋各､血中観が級

勺と上がへて累碕されるのて､叡品迫j､`rShlうL:

気を小目1rJll虹でならなし1-

IRt　ウ7-レチ7恒tAjトの菜｡大佐妾日払で賓効かtP札bので

それl二合わせfT'兼の飲み方王すればJL.I ～

●　C　永徳の落し､放棄か症の患者さんが南畝二束たら･ KL,す了ト

ロピンの注射でテストをして乳3すoもしこれで状憩かご患く

なれば､これ欄,無力症の愚煮ですからテンシロン注射盲す

恒1状嵐/I･よくrI･)ますっもし動こテンシロt/,J-i射吉見(こし

て.吾郎:.i/し殖無か長でなし47 ll-での思索で3)つfI堵合

同っr-:酎こTlリます｡テンシロンの薬効か州tるiて待たぬ

ばrJ:りません｡

7ト｡ピンの注射をLて雷.くrIれLr(愚者の立場からFLJIL
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